
大地の恵みを 人が奏でる だれやめの郷
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◎特集　平成27年  伊佐市消防出初式
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伊佐市消防出初式平成27年

「 もういいかい  火を消すまでは  まあだだよ 」

　

１
月
11
日
、「
自
ら
の
地
域
は

自
ら
の
手
で
守
る
」
と
い
う
精
神

の
も
と
士
気
高
揚
を
目
的
に
伊
佐

市
陸
上
競
技
場
で
出
初
式
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

消
防
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に
、
約

４
０
０
人
の
消
防
団
員
・
消
防
署

職
員
や
消
防
車
両
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
で
幕
を
あ
け
、
規
律
訓
練
、
操

法
訓
練
、
梯
子
乗
り
の
演
技
、
腕

用
ポ
ン
プ
操
法
、
本
城
幼
稚
園
児

に
よ
る
鼓
笛
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
消
防
団
活
動
に
功
績
が

あ
っ
た
団
員
・
家
族
等
に
対
す
る

表
彰
式
も
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が

受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
、

受
章
時
の
階
級
）

【
平
成
27
年
消
防
出
初
式
表
彰
】

○
消
防
庁
長
官
表
彰

永
年
勤
続
功
労
章

福
崎
和
美
（
副
団
長
）

渕
之
上
俊
典
（
第
1
分
団
分
団
長
）

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

精
績
章

井
上
修
二
（
副
団
長
）

○
鹿
児
島
県
消
防
協
会
姶
良
伊
佐
支

　

部
長
表
彰
（
15
年
勤
続
）

吉
松
直
樹
（
第
10
分
団
分
団
長
）

中
村
守
男
（
第
6
分
団
副
分
団
長
）

橋
脇
礼
（
第
1
分
団
団
員
）

坂
口
泰
宏
（
第
1
分
団
団
員
）

生
駒
泰
志
（
第
2
分
団
団
員
）

大
山
博
喜
（
第
6
分
団
団
員
）

島
内
雅
史
（
第
6
分
団
団
員
）

前
田
武
志
（
第
７
分
団
団
員
）

坂
元
初
実
（
第
８
分
団
団
員
）

長
岡
達
朗
（
第
10
分
団
団
員
）

丸
山
春
樹
（
第
12
分
団
団
員
）

緒
方
裕
二
（
第
13
分
団
団
員
）

○
市
長
表
彰

退
任
消
防
後
援
会
長

前
野
博
行
（
元
町
班
）

水
野
昭
信
（
諏
訪
班
）

片
牧
計
（
青
木
班
）

羽
田
武
葊
（
尾
ノ
上
班
）

山
下
葊
文
（
第
8
分
団
）

畦
元
敦
夫
（
第
9
分
団
）

30
年
勤
続
章

古
城
孝
一
郎
（
第
9
分
団
団
員
）

25
年
勤
続
章

下
城
正
剛
（
第
12
分
団
分
団
長
）

澤
津
寿
久
（
第
14
分
団
副
分
団
長
）

川
﨑
幸
二
（
第
8
分
団
団
員
）

今
釘
浩
二
郎
（
第
10
分
団
団
員
）

20
年
勤
続
団
員
の
家
族

竹
原
研
二
（
第
15
分
団
分
団
長
）

前
田
茂
寿
（
第
8
分
団
副
分
団
長
）

谷
口
和
彦
（
第
13
分
団
副
分
団
長
）

森
山
裕
樹
（
第
1
分
団
班
長
）

吉
野
克
彦
（
第
6
分
団
班
長
）

大
野
美
智
人
（
第
11
分
団
班
長
）

脇
迫
修
二
（
第
12
分
団
班
長
）

濱
田
健
二
（
第
5
分
団
団
員
）

長
岡
秀
光
（
第
6
分
団
団
員
）

川
口
俊
二
（
第
7
分
団
団
員
）

長
岡
慎
一
（
第
10
分
団
団
員
）

園
田
辰
三
（
第
14
分
団
団
員
）

森
岡
浩
二
（
第
14
分
団
団
員
）

米
満
陽
一
（
第
17
分
団
団
員
）

有
川
芳
久
（
第
17
分
団
団
員
）

15
年
勤
続
章

吉
松
直
樹
（
第
10
分
団
分
団
長
）

亀
居
修
一
（
第
2
分
団
班
長
）

坂
口
泰
宏
（
第
1
分
団
団
員
）

池
畑
悟
史
（
第
1
分
団
団
員
）

寺
地
史
生
（
第
4
分
団
団
員
）

森
山
誠
（
第
4
分
団
団
員
）

橋
本
貴
宏
（
第
6
分
団
団
員
）

長
岡
達
朗
（
第
10
分
団
団
員
）

（全国統一防火標語）
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大
野
道
治
（
第
11
分
団
団
員
）

丸
山
春
樹
（
第
12
分
団
団
員
）

酒
瀬
川
幸
（
第
14
分
団
団
員
）

10
年
勤
続
章

小
田
原
宏
（
第
1
分
団
団
員
）

竹
之
内
信
二
（
第
1
分
団
団
員
）

神
田
顕
正
（
第
2
分
団
団
員
）

上
田
次
郎
（
第
4
分
団
団
員
）

有
郷
豊
喜
（
第
6
分
団
団
員
）

有
満
隆
明
（
第
6
分
団
団
員
）

前
田
慎
一
（
第
7
分
団
団
員
）

帖
佐
秀
雄
（
第
８
分
団
団
員
）

原
田
一
男
（
第
９
分
団
団
員
）

黒
木
幸
彦
（
第
10
分
団
団
員
）

砂
田
健
一
（
第
11
分
団
団
員
）

安
田
哲
郎
（
第
11
分
団
団
員
）

中
間
弘
典
（
第
12
分
団
団
員
）

福
田
友
和
（
第
13
分
団
団
員
）

瓦
勇
治
（
第
15
分
団
団
員
）

久
保
田
慶
久
（
第
16
分
団
団
員
）

○
団
長
表
彰
（
５
年
勤
続
章
）

前
田
正
悟
（
第
10
分
団
副
分
団
長
）

永
田
誠
二
（
第
1
分
団
団
員
）

山
中
宏
樹
（
第
2
分
団
団
員
）

山
田
尚
洋
（
第
2
分
団
団
員
）

緒
方
慎
也
（
第
5
分
団
団
員
）

成
影
健
一
郎
（
第
5
分
団
団
員
）

平
出
水
一
文
（
第
6
分
団
団
員
）

栗
巣
和
成
（
第
6
分
団
団
員
）

梶
木
保
典
（
第
7
分
団
団
員
）

木
ノ
下
耕
吉
（
第
8
分
団
団
員
）

福
本
大
輔
（
第
8
分
団
団
員
）

宮
ノ
原
大
（
第
8
分
団
団
員
）

恒
吉
雄
太
（
第
9
分
団
団
員
）

井
之
上
崇
（
第
12
分
団
団
員
）

緒
方
一
秀
（
第
13
分
団
団
員
）

西
卓
朗
（
第
14
分
団
団
員
）

【
平
成
26
年
表
彰
】

○
日
本
消
防
協
会
表
彰

勤
続
章
（
30
年
勤
続
）

德
永
哲
朗
（
第
２
分
団
長
）

米
澤
公
信
（
第
７
分
団
長
）

久
木
田
和
美
（
第
14
分
団
長
）

○
県
消
防
協
会
表
彰

功
績
章
（
20
年
勤
続
）

出
水
隆
一
（
第
６
分
団
長
）

曽
木
敏
郎
（
第
１
分
団
副
分
団
長
）

村
岡
敏
徳
（
第
10
分
団
副
分
団
長
）

宮
原
弘
通
（
第
１
分
団
班
長
）

坂
元
裕
二
（
第
８
分
団
班
長
）

末
吉
浩
一
（
第
11
分
団
班
長
）

原
口
正
和
（
第
14
分
団
班
長
）

山
之
上
茂
（
第
９
分
団
団
員
）

外
山
哲
朗
（
第
９
分
団
団
員
）

森
岡
浩
二
（
第
14
分
団
団
員
）

有
川
芳
久
（
第
17
分
団
団
員
）

精
績
章
（
15
年
勤
続
）

長
谷
川
守
（
第
５
分
団
副
分
団
長
）

中
山
浩
近
（
第
３
分
団
班
長
）

長
野
正
（
第
15
分
団
班
長
）

𠮷
永
好
郎
（
第
17
分
団
班
長
）

高
松
賢
一
郎
（
第
１
分
団
団
員
）

中
野
祐
一
（
第
４
分
団
団
員
）

内
村
武
人
（
第
５
分
団
団
員
）

平
江
久
人
（
第
７
分
団
団
員
）

丸
山
賢
（
第
12
分
団
団
員
）

内
園
田
健
作
（
第
13
分
団
団
員
）

竹
内
幸
男
（
第
14
分
団
団
員
）

○
県
知
事
表
彰

40
年
勤
続
章

中
越
勇
（
団
長
）

10
年
勤
続
章

宮
下
三
郎
（
第
17
分
団
副
分
団
長
）

西
別
府
丈
弥
（
第
３
分
団
団
員
）

大
宮
司
和
樹
（
第
４
分
団
団
員
）

酒
匂
嘉
之
（
第
６
分
団
団
員
）

二
渡
直
規
（
第
12
分
団
団
員
）

福
永
慎
一
郎
（
第
17
分
団
団
員
）

○
退
職
消
防
団
員
報
償
（
銀
杯
）

１
号
（
25
年
以
上
勤
続
）

井
上
修
二
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

渕
ノ
上
俊
典（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

久
木
田
和
美（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

長
野
久
明
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

角
光
博
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

道
川
内
睦
男（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

２
号
（
15
年
以
上
25
年
未
満
勤
続
）

松
元
政
文
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

福
元
俊
朗
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）

橋
口
博
文
（
元
伊
佐
市
消
防
団
員
）



作文中に登場する「ＰＲ動画」及びイメージソング「タイムカプセル」は、
『かごしま国文祭』公式ホームページ（http://kagoshima-kokubunsai.jp）で視聴できます。

問い合わせ先　国民文化祭伊佐市実行委員会事務局（文化スポーツ課内）　☎㉓１３１１

　かごしま国文祭伊佐市主催事業「いさ演劇祭」に出演＆裏方で参加してくださる人を募集しています。
対　　象　小学４年生以上で今年 11 月の本番まで継続して稽古に参加できる人（演劇未経験者も大歓迎）
※ 稽古日程等や「いさ演劇祭」の詳細はお問い合わせください。
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　国民文化祭とは、全国各地で行われる文化活動を全国的規模で発表、競演することで、国民の文化活動への
参加の気運を高め、新しい芸術文化の創造を促すことを目的に、昭和 61 年度から毎年、各都道府県持ち回り
で開催されている国内最大の文化の祭典です。今年は 11 月に鹿児島県で開催されます。

　作文テーマ「国民文化祭～わたしにもできるおもてなし」に、県
内各地から小学校下学年 366 点・上学年 516 点、中学生 749 点、
合計 1,631 点の応募がありました。
　その中の小学校下学年の部で、伊佐市立山野小学校２年の鶴薗景
（つるぞのひかり）さんが「第 30 回国民文化祭鹿児島県実行委員
会会長賞（最優秀賞）」を獲得しました。受賞作品を紹介します。

山 野 小 ２ 年   鶴 薗 景
作品タイトル「わたしのおもてなし大さくせん」作品タイトル「わたしのおもてなし大さくせん」

アミュ広場で開催された 300 日前イベントで表
彰
さ
れ
る
鶴
薗
さ
ん
（
１
／
17
）



 

わたしたちが、商品を買ったときに、その商品を入れたり（容器）包む（包装）ために 

使われている入れもののうち、プラスチックで出来ているものです。 

また、プラスチック製容器には下記の「プラマーク」が入っています。 

 

 

 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 

    

 

 

 

 
ふくろふくろふくろふくろ類類類類    

ボトルボトルボトルボトル類類類類    

 ■マヨネーズ、練りわさび 

 のチューブ・歯磨き粉、 

 化粧品などのチューブ等 
 

■お菓子などのポリ袋・レジ

袋など 

■洗剤、シャンプーなどの容

器など、ペットボトルを除

くボトル類 

■電化製品の緩衝材（発泡ス

チロール）・商品のラップ・

ペットボトルのラベルや蓋

など 

カップ・パックカップ・パックカップ・パックカップ・パック類類類類    

■マヨネーズ、練りわさびの

チューブ・歯磨き粉、化粧

品のチューブなど 

チューブチューブチューブチューブ類類類類    

■食品トレイ・卵や豆腐のパ

ック・カップ麺の容器など 

 
このこのこのこの指定袋指定袋指定袋指定袋でででで出出出出してくださいしてくださいしてくださいしてください

〔販売価格 10 枚 380 円〕    

 

そのそのそのその他他他他    

 

プラスチック製容器にはさまざまな種類がありますが、このマークがある 

ものであれば、プラスチック製容器の指定袋（水色）に入れてください。 

 

    プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製製製製でもでもでもでも対象外対象外対象外対象外のものがありますのものがありますのものがありますのものがあります。。。。    

プラスチック製品であっても、商品の容器や包装でないもの（商品そのもの）は、 

燃燃燃燃えるごみえるごみえるごみえるごみ（（（（透明袋透明袋透明袋透明袋））））でででで出出出出してくださいしてくださいしてくださいしてください。。。。    

★★★★    商品商品商品商品のそのもののそのもののそのもののそのもの 

 例 プラスチック製のおもちゃ・洗面器・ポリバケツ・タッパー・ 

   プラケース・ＣＤやビデオテープなどＣＤやビデオなどの 

ケース・めがねケース・コンタクト保管容器など 

★★★★    洗洗洗洗ってもってもってもっても汚汚汚汚れがれがれがれが取取取取れないものれないものれないものれないもの    

★★★★    プラスチックプラスチックプラスチックプラスチック製容器製容器製容器製容器かかかか、、、、よくわからないもの
よくわからないもの
よくわからないもの
よくわからないもの 

    

 

 

対象となるものには、「プラスチック

製容器包装マーク」がついていますの

で、このマークがついているものは、

プラスチック製容器専用（水色袋）に

入れて出してください。 

 食べ残したものや中身が入ったまま出

さないでください、リサイクルできませ

ん。紙で拭いたり、軽く水洗いし、乾か

してから出しましょう。 

 

 

かさばるものが多いので、軽くつぶ

すなどして、容積を減らしてから出

しましょう。（つぶす・割る・重ねる） 

 
 

 

 
 

⇒ 

    ⇒ 

 
おおおお菓子菓子菓子菓子のののの袋袋袋袋ならならならなら    

 中身を払ってきれいにします。 

カップやトレイなら
カップやトレイなら
カップやトレイなら
カップやトレイなら    

 紙で汚れをふき取ったり、水ですすいだり 

 して乾かします。 

チューブチューブチューブチューブ類類類類ならならならなら    

 半分に切って洗う方法もあります。 

※洗っても汚れがとれない場合は、燃え

るごみで出して下さい。 

 

 

出出出出すときのすときのすときのすときの注意点注意点注意点注意点    

※指定袋で出してください	

プラスチック製容器の分け方・出し方	

マヨネーズ、練りわさ
び、歯磨き粉、化粧品
のチューブなど

電化製品の緩衝材（発
泡スチロール）、商品の
ラップ、ペットボトル
のラベルやふたなど

カップ・パック類

チューブ類 その他

食品トレイ、卵や豆腐
のパック、カップ麺の
容器など

問い合わせ先　環境政策課環境保全係　☎㉒１０６０

お菓子などのポリ袋、
レジ袋など

ふくろ類ボトル類

洗剤、シャンプーの容
器など（ペットボトル
を除く）

伊
佐
温
泉

伊
佐
市

プラス
チック

製 容器包
装

　最近、プラスチック製容器の分別がなされていないごみ袋が見られます。
ごみの分別ルールを守って、正しい分け方・出し方にご協力をお願いします。
　詳しくは、「プラスチック製容器の分け方・出し方」をご確認ください。

　プラスチック製品であっても、商品の容器や
包装でないもの（商品そのもの）は、燃えるご
み（透明袋）で出してください。
◎商品そのもの
例）　プラスチック製のおもちゃ、洗面器、ポ
　　   リバケツ、タッパー、プラケース、ＣＤ
　　   やビデオテープなど の ケース、めがねケ
　　   ース、コンタクト保管容器など
◎洗っても汚れが取れないもの
◎プラスチック製容器か、わからないもの

5　　広報いさ  2015.02.01
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行政からのお知らせ

　現在大口中学校で使用している生徒用机・椅子を廃棄します。必要な人は、次の事項を確認のうえ
お申し込みください。
個　　数　机・椅子各 250 個
条　　件　①原則伊佐市に居住している人
　　　　　②受渡日時に必ず引き取れる人
　　　　　③積み込み、運搬を自分でできる人
　　　　　④申込み先着順
申込方法　必要個数、氏名、連絡先をお知らせください。
申込時間　８時 30 分～ 17 時　※ 土・日、祝祭日を除く。
申込期限　３月 10 日（火）
受渡日時　３月 26 日（木）9 時～ 12 時（時間指定）
受渡場所　大口中学校多目的教室
申込・問い合わせ先　教育委員会総務課総務係　☎㉖１５１２

生徒用机・椅子（木製）をお譲りします

学童疎開に関する資料を探しています
メモ 手紙

写真

第 75 回国民体育大会（鹿児島国体）の
愛称・スローガンを募集

　伊佐市は、西之表市・喜界町と姉妹都市盟約を結んでいます。その縁は、
戦時中に学童疎開で両市町の小学生を受け入れたことから始まり、西之
表市と旧大口市及び旧菱刈町は昭和 37 年 11 月に、喜界町と旧菱刈町
は昭和 40 年 12 月に盟約を結び、現在まで友好関係が続いています。
　戦後 70 年を迎えるにあたり、姉妹都市の起因となったこの事実を風
化させないように後世に語り継ぎたいと考えています。
　当時の写真や資料を貸していただける人や、疎開の受け入れ家庭で当
時のことをお話しいただける人はぜひご連絡ください。
問い合わせ先　総務課行政係　☎㉓１３１１

　平成 32 年（2020 年）に本県で開催される第 75 回国民体育大会（鹿児島国体）
の愛称とスローガンを募集中です。
募集期限　2 月 23 日（月）
募集作品　①愛称（鹿児島国体の名前・呼び名）
　　　　　②スローガン（鹿児島国体の趣旨や目的、鹿児島国体に
　　　　　　向けた思いを印象づける言葉・キャッチコピー）
賞・賞金　最優秀賞１作品：賞状、賞金 5 万円、記念品
　　　　　優 秀 賞３作品：賞状、賞金 1 万円、記念品
応募方法　はがき、ＦＡＸまたはインターネット（専用応募フォーム） 
※ 詳しくは、県ホームページ（http://www.pref.kagoshima.jp/）をご覧ください。
応募・問い合わせ先　第 75 回国民体育大会鹿児島県準備委員会事務局愛称・スローガン募集係

☎０９９・２８６・２８６５

どんなものでも
かまいません
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市からのお知らせやイベント情報などの最新情報がすぐに見られる！
問い合わせ先　伊佐ＰＲ課交流ＰＲ第１係　☎㉙４１１３

ピッ

宝くじ助成金で屋外放送設備を設置
　荒平自治会および小川内自治会に、一
般財団法人自治総合センターのコミュニ
ティ助成事業で屋外放送設備が設置され
ました。
　この事業は、宝くじの社会貢献広報事
業として地域コミュニティ活動の充実・
強化を図ることを目的にさまざまな活動
に対して助成されます。

小川内自治会

荒平自治会

放送基地局屋外放送設備

屋外放送設備② 放送基地局屋外放送設備①

浄化槽法定検査　　　　　　　　  受検のお願い（浄化槽法第 11 条）
合併浄化槽または単独浄化槽を設置している家庭は定期的に受けなければならない法定検査です

　この検査は、浄化槽が適正に維持管理されているかを調べるもので、県知事が指定した検査機関で
ある（公財）鹿児島県環境検査センターの検査員が浄化槽の放流水の採水と現場での検査を行います。
※ ㈲大口伊佐清掃社が行う保守点検・清掃とは別のものです。
▶ 10人槽以下の家庭用の合併浄化槽・単独浄化槽　現在はおおむね３年に１回検査
▶ 11人槽以上の合併浄化槽・単独浄化槽　毎年検査
※ 検査時期は事前に封書・ハガキで通知します。

検査料金 単独処理浄化槽 合併処理浄化槽
定期検査 ４，０００円 ６，０００円

検査手数料（５～ 10人槽）

伊佐市役所駐在検査員
大町盛一郎

問い合わせ先
（公財）鹿　児島県環境検査センター  　☎０９９・２９６・９０００

 　　　　　　　　　　　　　　　 http://www.kagoshimakensa.or.jp
県生活排水対策室　　　　　　　☎０９９・２８６・３６８５
環境政策課環境保全係　　　　　☎�１０６０
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ISA City Topics

ISA City Topics
伊佐はいーさ　

～故郷と共に歩み続ける未来～

　１月 3 日、大口ふれあいセンターで「平
成 27 年伊佐市成人式」が開催されました。
　式典では和太鼓衆鼓動塾による力強いオー
プニング演奏の後、森教育長が「若さは未来
への可能性です。若者らしく『希望』を持っ
て生きていってください」と激励しました。
　今年成人を迎える 323 人を代表して、山
口和馬さんが「20 歳の抱負」を述べ、実行
委員数名が、「わたしたちの未来」をテーマ
に 10 年後の夢を発表しました。
　会場は、友人と久しぶりの再会を喜ぶ新成
人の姿であふれ、賑やかな雰囲気でした。

　１月 12 日、第 36 回菱刈剣道大会が、菱
刈農業者トレーニングセンターで行われまし
た。県内外から 93 チームが参加し、日頃の
修練の成果を競いました。
　試合結果は次のとおりです。
小学生男子の部（42 チーム）
優　勝　日当山剣道（霧島市）
準優勝　加世田剣道スポーツ少年団
　　　　（南さつま市）
第三位　太陽少年剣道クラブ（鹿児島市）
　　　　南月少年剣道クラブＡ（鹿児島市）
小学生女子の部（14 チーム）
優　勝　出水剣友スポーツ少年団（出水市）
準優勝　高尾野剣道スポーツ少年団（出水市）
第三位　南月少年剣道クラブＡ（鹿児島市）
　　　　下水流剣道スポーツ少年団（出水市）
中学生男子の部（23 チーム）
優　勝　垂水中央中学校（垂水市）
準優勝　高岡中学校（宮崎市）
第三位　日当山中学校（霧島市）
　　　　上市来剣道スポーツ少年団（日置市）
中学生女子の部（14 チーム）
優　勝　南月少年剣道クラブ（鹿児島市）
準優勝　野田中学校（出水市）
第三位　三松中学校Ａ（小林市）
　　　　城西中学校（鹿児島市）

第 36 回菱刈剣道大会

Ｃｏｎｇｒａｔｕｌａｔｉｏｎｓ20th
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１本のタスキに思いを込めて

　第 28 回県地区対抗女子駅伝競走大会（１
月 25 日）と第 62 回県下一周市郡対抗駅伝
競走大会（２月 14 日～ 18 日）の伊佐チー
ム合同結団式が１月 14 日、大口ふれあいセ
ンターでありました。
　隈元市長は「日頃の練習の成果を信じて、
悔いのない走りをしてほしい」と激励しまし
た。
　また、選手代表の中條幸大選手と嵜川美咲
選手が「粘り強く走ります」と宣誓し、大会
での健闘を誓いました。
※ 県下一周駅伝の伊佐市通過は２月16日です。

今年 1 年が希望に満ちた年と
なりますように

伊佐においでよ

　12 月 12 日に伊佐農林高校生の企画によ
る実習体験バスツアーが実施されました。
　鹿児島中央駅を出発したバスツアーの参加
者 20 人を高校生がおもてなし。日頃の実習
成果を発揮する場となりました。
　ツアー参加者は、木工体験、クリスマスリ
ースづくりなどを体験し、高校生が手作りし
たピザの昼食、野菜の収穫体験などアットホ
ームな雰囲気の中、高校生とのふれあいを楽
しみました。
　午後は、高校生がガイドになり曽木の滝や
発電所遺構を案内するなど、盛り沢山のツア
ーとなりました。

　針持にある羽神
社（はじんじゃ）
には毎年元旦に販
売される色紙のお
守りがあります。
　色紙には毎年、
干支の絵が描かれており、今年は伊佐市針持
出身の画家、市来功成さんが羊を描きました。
　また、書かれている文章は針持小学校の宮
田先生によるもので、「今年一年も素晴らし
い年になるように」と願いが込められていま
す。

ドライブレコーダー搭載車出発式

　市の公用車 120 台にドライブレコーダー
が搭載され、12 月 16 日に出発式を行いま
した。走りながら周辺の映像を自動録画でき
ることから、事故防止や犯罪抑止、子どもや
高齢者の見守りカメラとしても活躍しそうで
す。
　機器は、製造元ユピテル（安楽憲彦社長：
伊佐市出身）から導入しており、出発式に出
席した遠藤定義取締役は、「安心安全なまち
づくりに貢献できてうれしい」とあいさつし
ました。
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本寄贈

南三陸町長　伊佐市訪問

菱刈小学校
「ありがとう学び舎」

　伊佐市の企業・団体等の市民を対象に行わ
れた、次世代を担うリーダー養成講座「平田
塾」の塾長で南島詩人「平田大一」氏から市
内３高校に本を寄贈していただきました。
　３高校の生徒は、次世代のリーダー育成事
業の一環として沖縄感動体験などを経験し、
ふるさとを誇りに思い、新たな伊佐の魅力を
発信するリーダーとなるべく、学びを続けて
きました。
　平田氏の熱いメッセージが込められた本は、
生徒たちに新たな感動を与えてくれることで
しょう。

　宮城県南三陸町の佐藤仁町長が１月９日、
伊佐市長を訪問しました。
　平成 23 年の東日本大震災の際、復興支援
のため職員派遣や物資提供をしたことをきっ
かけに、今回が３度目の来市でした。
　来月で震災から４年。佐藤町長は、ハード
事業などはあと１～２年で区切りがつきそう
だと、復興の状況を伝えました。
　現在伊佐市からは３人の職員を派遣してお
り、そのお礼と支援の継続を求めました。
　派遣職員による連載記事「南三陸だより」
は 14 頁に掲載しています。

　昭和 33 年から 34 年に掛けて建設され、
これまで 3,784 人の卒業生を送り出してき
た菱刈小学校の校舎が、新校舎建設のため解
体されることになり、12 月 16 日に岩切校
長による「お別れ授業」が開催されました。
　生徒は、同校の卒業生など約 30 人と６年
生の児童たち。「昔を今につなぎましょう」
というテーマで、写真やエピソードをまじえ
た授業に聞き入り、学生時代の気持ちに返っ
たようでした。
　教室にはこれまでの卒業アルバムが並べら
れ、卒業生たちはアルバムを手に取り懐かし
さに浸っていました。

針持橋　開通式

　1933 年に架けられた旧針持橋は、河川拡
幅のため昨年１月に撤去され架替え工事を進
めていました。工事途中には、針持小児童９
人の記念手形が設置されるなど、地元に愛さ
れ、生活に必要不可欠な橋です。
　１月 19 日、完成を待ち望んでいた新針持
橋の開通式が行われ、針持小児童や地元老人
クラブのメンバーらが渡り初めし、開通を祝
いました。
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特別展「ガウディ × 井上雄彦」
見学会

餅花「めのもち」

 薩摩中央家畜市場で
子牛の初せり市 

　12 月 25 日、長崎県美術館で開催中の特
別展「建築家・ガウディ × 漫画家・井上雄彦」
の見学会に 36 人の参加がありました。
　井上雄彦氏は伊佐市出身の日本を代表する
漫画家で、会場には原画約 40 点が展示され
ています。これだけ多くの原画が一度に展示
されることは非常にめずらしく貴重な機会と
なることから、伊佐市民を対象に教育委員会
が見学会を計画しました。
　参加者は、迫力ある原画や建築家・ガウデ
ィの貴重な資料等を熱心に見学していました。
　特別展は、長崎県美術館で３月８日（日）
まで開催中です。

　１月 15 日の小正月に継承されている伝統
行事の一つに「めのもち」飾りがあります。
全国的にも珍しい米俵と飾った「めのもち」
が、今年も内田一さん（農林高通・82 歳）
宅の床の間にお目見えです。
　一さんの父である義光さんから数えると
100 年あまり、内田家の恒例行事にとどま
らず、県内外からお客さまが訪れるほど有名
で、40kg の餅を妻の保子さんら家族総出で
飾り付けました。
　特別に自家栽培したワラを使って、一さん
が手づくりした米俵から伸びる榎（エノキ）
に 800 個の餅の花が美しく咲き、それを眺
めながら今年の豊作を祈りました。

　県内のトップを切って１月６・７日、さつ
ま町の薩摩中央家畜市場で子牛の初せり市が
開催されました。
　528 頭（雌 235 頭、去勢 293 頭）の売却
が成立。
　１頭当たりの平均価格は 58 万 8,006 円で、
最高値は雌 94 万 1,000 円、去勢 89 万円で
した。

交通安全信号餅つき

　12 月 24 日、大口東小学校で交通安全信
号餅つき大会が開催されました。
　今年で 25 回目となるこの行事には、伊佐
警察署、交通安全協会、校区コミュニティ協
議会、大口東小の皆さんが参加しました。
　幼児学級と小学校の児童たちは、杵と臼を
使って、白餅と信号の色になぞらえた赤、緑、
黄色の餅をつきました。
　正月の準備を楽しみながら、冬休みを前に
交通安全への意識を高めました。
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イ
ン
ト

○
車
を
運
転
す
る
時
は
、
し
っ
か
り
前

　

を
見
て
運
転

○
車
を
運
転
す
る
時
は
、
運
転
に
集
中

　

し
、
操
作
は
慎
重
に

○
車
に
乗
る
時
は
、
全
席
シ
ー
ト
ベ
ル

　

ト
を
着
用

○
運
転
に
不
安
が
あ
る
時
は
、
運
転
免

　

許
の
自
主
返
納
を
検
討

県内の交通事故（平成 26 年１月１日～ 12 月 31 日・概数）

管内の交通事故（平成 26 年１月１日～ 12 月 31 日・概数）

　　発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

　　　8,421 　　　94 　　　9,883
高齢者事故 　　　3,123 　　　58 　　　1,984
前年対比 　　　－ 84 　   ＋ 10 　　  － 147

　　発生状況
発生件数 死者数 負傷者数

　　　　 69 　　　  2 　　　　 77
高齢者事故 　　　　 42 　　　  2 　　　　 31
前年対比 　　　 － 9 　　　  0 　　　 － 5

募
集
テ
ー
マ

　
「
身
近
な
女
性
の
活
躍
を
地
域

ぐ
る
み
で
応
援
す
る
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
―
女
性
の
力
を
活
か

し
て
元
気
な
地
域
社
会
を
つ
く

る
た
め
に
―
」

　

暮
ら
し
や
す
く
元
気
な
地
域

社
会
を
つ
く
る
た
め
に
は
女
性

の
活
躍
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が

必
要
で
す
。
こ
れ
ま
で
男
性
目

線
で
考
え
て
い
た
こ
と
に
発
想
の
転
換

が
生
ま
れ
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
身
近
な
女
性
の
活
躍

を
み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

　

採
用
さ
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は
、

平
成
27
年
度
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

の
ポ
ス
タ
ー
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

場
面
で
広
報
・
啓
発
活
動
に
使
用
し
ま

す
。
多
く
の
ご
応
募
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
応
募
作
品
は
未
発
表
の
自
作

の
も
の
に
限
り
ま
す
。

応
募
方
法

　

男
女
共
同
参
画
局
サ
イ
ト
の
キ
ャ
ッ

▲平成 26 年度　最優秀作品
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問
い
合
わ
せ
先　

こ
ど
も
課
こ
ど
も
健
康
係　

☎
�
１
３
１
１

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中

毒
や
感
染
性
胃
腸
炎
は
一
年
を

通
し
て
発
生
し
ま
す
が
、
11
月

か
ら
翌
年
2
月
に
流
行
の
ピ
ー

ク
を
迎
え
ま
す
。
厚
生
労
働
省

に
よ
る
と
、
平
成
25
年
2
月
の

患
者
数
は
全
国
で
２
、２
１
８

人
と
な
り
、
年
間
を
通
し
患
者

数
の
多
い
時
期
と
な
っ
て
い
ま

す
。
健
康
な
人
は
軽
症
で
回
復

し
ま
す
が
、
体
力
の
弱
い
子
ど

も
や
高
齢
者
な
ど
は
重
症
化
し

や
す
く
、
吐
い
た
物
を
誤
っ
て

気
道
に
詰
ま
ら
せ
て
死
亡
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
は
感
染
力
が
と
て
も
強
く
、

大
規
模
な
集
団
感
染
を
引
き
起

こ
す
恐
れ
が
あ
る
た
め
予
防
対

策
が
重
要
で
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
は

ワ
ク
チ
ン
が
な
く
、
治
療
は
点

滴
な
ど
の
対
症
療
法
に
限
ら
れ

ま
す
。
特
に
子
ど
も
や
高
齢
者

は
、
脱
水
症
状
を
起
こ
し
た
り

体
力
を
消
耗
し
た
り
し
な
い
よ

う
に
、
水
分
と
栄
養
の
補
給
を

充
分
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
下
痢

止
め
薬
は
病
気
の
回
復
を
遅
ら

せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
使
用
し

な
い
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ

う
。

症
状

　

潜
伏
期
間
は
1
～
2
日
で
、

主
な
症
状
と
し
て
吐
き
気
、
お

う
吐
、
下
痢
、
腹
痛
、
微
熱
が

認
め
ら
れ
ま
す
。
発
症
後
、
1

～
2
日
ほ
ど
で
回
復
し
、
後
遺

症
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

感
染
経
路

1
人
か
ら
の
感
染

　

感
染
し
て
い
る
人
の
便
や
お

　

う
吐
物
か
ら
人
の
手
な
ど
を

　

介
し
た
場
合
。

2
食
品
か
ら
の
感
染

　

感
染
し
た
人
が
調
理
を
し
、

　

そ
の
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食

　

べ
た
場
合
。
加
熱
処
理
が
不

　

十
分
な
二
枚
貝
な
ど
を
食
べ

　

た
場
合
。

予
防
方
法

　

感
染
し
た
人
の
便
や
お
う
吐

物
に
は
大
量
の
ウ
イ
ル
ス
が
含

ま
れ
て
お
り
、
乾
燥
す
る
と
空
気
中
に
漂
い
、
口
に
入
っ
て
感

染
（
二
次
感
染
）
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
人
か

ら
人
へ
の
感
染
を
予
防
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
予
防
方
法
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
食
前
、
ト
イ
レ
の
後
、
調
理
前
後
、
オ
ム
ツ
交
換
等
を
行
っ

　

た
時
は
石
鹸
で
よ
く
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。（
石
鹸
自
体
は

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
手
の
汚
れ
を
落

　

と
す
こ
と
に
よ
り
、
ウ
イ
ル
ス
を
手
か
ら
剥
が
れ
や
す
く
す

　

る
効
果
が
あ
り
ま
す
。）
消
毒
用
エ
タ
ノ
ー
ル
は
ノ
ロ
ウ
イ

　

ル
ス
に
あ
ま
り
効
果
が
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

②
感
染
し
て
い
る
人
の
便
や
お
う
吐
物
を
処
理
す
る
際
に
は
、

　

使
い
捨
て
の
マ
ス
ク
、
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
を
着
用
し
、

　

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
等
で
飛
び
散
ら
な

　

い
よ
う
拭
き
取
り
ま
し
ょ
う
。
そ
の

　

後
、
拭
き
取
っ
た
所
を
塩
素
系
漂
白

　

剤
で
消
毒
し
、
水
拭
き
し
ま
し
ょ
う
。

　

拭
き
取
っ
た
お
う
吐
物
や
マ
ス
ク
、

　

手
袋
、
エ
プ
ロ
ン
な
ど
は
ビ
ニ
ー
ル

　

袋
に
密
閉
し
廃
棄
し
ま
し
ょ
う
。
処

　

理
を
行
っ
た
後
、
換
気
を
行
う
と
感

　

染
予
防
に
よ
り
効
果
的
で
す
。

③
食
材
は
十
分
な
加
熱
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
（
加
熱
の
目
安
と
し
て
は
、
食
材
の
中
心
部
が
85
～
90
度
で

　

90
秒
間
以
上
）
ま
た
、
調
理
器
具
は
85
度
以
上
の
熱
湯
で
1

　

分
以
上
の
加
熱
消
毒
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
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南三陸だより
Vol. 34

　

　

レ シ ピ

酢ぶり

〈作り方〉　
①さつまいもはよく洗い、皮のまま乱切りにして素
　揚げする。
②野菜はすべて乱切り、にんじんは茹でておく。
③ブリはＡにつけ、片栗粉をつけて 180℃の油で
　揚げる。
④中華鍋に油を熱して野菜を炒め、Ｂを混ぜ合わせ
　て加え手早く混ぜ、さつまいも・ブリをからめて
　水溶き片栗粉で仕上げる。最後にごま油を入れる。

生
Vol.52

「色鮮やかに食卓を飾る」

　

南
三
陸
町
に
派
遣
さ
れ
て
間

も
な
く
２
年
が
経
と
う
と
し
て

い
ま
す
。
赴
任
し
た
２
年
前
の

町
の
風
景
を
思
い
起
こ
す
と
、

随
分
昔
の
こ
と
に
思
え
ま
す
。

日
々
の
業
務
で
の
１
か
月
や
２

か
月
は
あ
っ
と
い
う
間
の
こ
と

な
の
に
、
風
景
を
思
い
起
こ
す

と
長
い
時
間
の
経
過
を
感
じ
る

の
は
、
復
興
に
よ
り
少
し
ず
つ

で
す
が
確
実
に
風
景
が
変
化
し

て
い
る
せ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

復
興
の
歩
み
を
大
ま
か
に
書

く
と
、
震
災
ガ
レ
キ
処
理
や
仮

設
住
宅
な
ど
応
急
的
事
業
や
復

興
に
向
け
た
事
業
計
画
策
定
が

中
心
の
平
成
23
～
24
年
度
、
順

次
事
業
着
手
が
進
ん
だ
平
成
25

年
度
、
一
部
の
災
害
公
営
住
宅

や
移
転
団
地
造
成
の
竣
工
も

あ
っ
た
平
成
26
年
度
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
今
年

度
は
、
町
の
中
心
部
で
あ
る
志

津
川
地
区
を
商
工
業
用
地
と
し

て
大
き
く
嵩
上
げ
す
る
工
事
が

始
ま
っ
た
の
で
、
変
化
を
如
実

に
感
じ
る
１
年
で
し
た
。

　

そ
れ
で
も
、
用
地
嵩
上
げ
工

事
の
よ
う
に
完
成
ま
で
に
時
間

の
か
か
る
事
業
や
、
道
路
や
防

潮
堤
な
ど
未
だ
着
手
で
き
な
い

事
業
も
数
多
く
残
っ
て
い
る
た

め
、
被
災
沿
岸
市
町
で
は
、
国

に
対
し
て
集
中
復
興
期
間
の
延

長
を
求
め
て
い
ま
す
。

（
新
納
誠
朗
）

〈材　料〉４人分
さつまいも　　300g　　　  たまねぎ　100g
ブリ（角切り）200g　　  　ピーマン　２個

片栗粉　　　　大さじ２　　
生しいたけ　　３枚　　　　片栗粉　適量　　　　
にんじん　　　80g 　　　     ごま油　大さじ１
たけのこ　　　100g

　淡口醤油　　大さじ１
　酒　　　　　大さじ１
　しょうが汁　小さじ１

　酢　　　　大さじ３
　淡口醤油　大さじ３
　砂糖　　　大さじ２
　スープ　　100cc

酢
ぶ
り

Ａ Ｂ

平成 25年９月撮影平成 27年１月撮影

写真は町立病院建設予定地に向かって撮影したものです。
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日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎�０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎�３０００

【今月の新刊本（抜粋）】

　  は休館日
　  はイベント
開館時間　火 ～ 土：９時～ 18 時
　　　　　日・祝日：９時～ 17 時

【図書館へ献本】
ＩＳＡＲＴ（地域おこし団体）

【おすすめの一冊】（新刊全点案内より引用）

児  童 一  般

　ちょっとあたっただ
けで怒る、またたびを
もらってもだえる、お
ならの音を聞いて笑う
…。あんな顔やこんな
顔。ねこって、ほんま
におもろいなあ。ねこ
のさまざまな表情や動
作が楽しい絵本。

　このスティグマ（傷
痕）にかけて俺が一生
護る…。月夜に誓った
美少女との再会が、愛
欲と疑念の始まりだっ
た。阪神淡路大震災と
東日本大震災に翻弄さ
れた孤児の命運を描く、
恋愛サスペンス。

ねこどんなかお　村上しいこ

（出版：講談社） （出版：新潮社）

月光のスティグマ　中山七里

【　児　童　】
トロルとにひきのいたずらこやぎ 松居スーザン
おぞうにくらべ	 宮野聡子
ねこ探！ 村上しいこ

【　一　般　】
自滅 柴田よしき
鼠、滝に打たれる 赤川次郎
アンブラッセ 阿刀田高
起き姫　口入れ屋のおんな 杉本章子

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
日　時　２月 28 日（土）10:30 ～ 11:00
場　所　大口図書館
内　容　図書館ボランティア「ぎんなん」による大型絵本
　　　　や紙芝居の読み聞かせ
ブックスタート
日　時　２月 28 日（土）11:00 ～ 11:40
場　所　大口ふれあいセンター
対　象　伊佐市在住の２歳未満の赤ちゃんとその保護者及
　　　　び出産予定の人。当日は母子手帳が必要。
内　容　絵本の読み聞かせや簡単な遊びなど。初めての人
　　　　にはブックスタートパックをプレゼント
※ 前日 17 時までに大口図書館へ要予約。

○

【２月の図書館カレンダー】

○
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伊佐市からのお知らせ

お
知
ら
せ

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施

子
ど
も
安
心
医
療
費
助
成
制
度

　

市
で
は
、平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
の「
第

７
次
高
齢
者
福
祉
計
画
・
第
６
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
中
で
す
。
こ
れ
に
つ
い

て
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
意
見
を
広
く
募
集
し

ま
す
。

閲
覧
期
間　

　

２
月
２
日
（
月
）
～
３
月
３
日
（
火
）

　

小
学
校
1
年
生
か
ら
18
歳
（
18
歳
到
達
後

の
最
初
の
3
月
31
日
ま
で
）
ま
で
の
子
ど
も

の
治
療
の
た
め
に
支
払
っ
た
医
療
費
の
自
己

負
担
分
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

対　
　

象

　

子
ど
も
を
監
護
し
て
い
る
合
計
所
得
が
３

５
０
万
円
以
下
の
世
帯

①
１
回
の
入
院
が
１
泊
２
日
以
上
の
場
合

　

退
院
し
た
月
の
翌
月
か
ら
６
か
月
以
内
に

　

申
請

②
１
年
間
の
医
療
費
の
自
己
負
担
総
額
が
８

　

万
円
を
超
え
た
場
合

　

翌
年
の
１
月
か
ら
３
月
末
ま
で
に
申
請

※
１
年
間
と
は
１
月
～
12
月
分

※
①
で
助
成
を
受
け
た
分
は
対
象
外

申
請
に
必
要
な
書
類

タケシタの家造り 検索

広告

H     P   http://takeshitanoie.jp
e-mail ytake@takeshitanoie.jp

住所 : 伊佐市大口小木原８９９

省 エ ネ ポ イ ン ト は じ ま り ま し た。

・エコ住宅の新築

・エコリフォーム
　窓、外壁、屋根、天井

　床の断熱改修など

※ 詳しくは、お気軽に

お問合せ下さい。

TEL：0995-22-0425

建築設計・施工・製材・不動産
建材・サッシ・浄化槽・太陽光発電等

閲
覧
場
所

▽
健
康
長
寿
課
（
大
口
庁
舎
）

▽
健
康
長
寿
課
分
室
（
菱
刈
庁
舎
）

▽
大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

▽
ま
ご
し
館

▽
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

応
募
資
格

○
市
内
に
在
住
ま
た
は
通
勤
、
通
学
し
て
い

　

る
人

○
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
個
人
ま
た
は
法

　

人
○
事
業
に
利
害
関
係
を
有
す
る
人

応
募
方
法

　

閲
覧
場
所
に
あ
る
所
定
の
様
式
に
意
見
を

記
入
し
、
３
月
３
日
（
火
）
ま
で
に
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま
た
は
持
参
の
い
ず
れ
か

の
方
法
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
５
１
１

伊
佐
市
大
口
里
１
８
８
８
番
地

健
康
長
寿
課
介
護
保
険
係
（
大
口
庁
舎
）

　

☎
㉓
1
３
１
１
・　

㉒
５
３
４
４

kaigo@
city.isa.lg.jp

春
一
番
に
よ
る
海
難
防
止
強
調
運
動

　

こ
の
運
動
は
、
春
一
番
等
の
急
激
に
発
達

す
る
低
気
圧
に
関
す
る
危
険
性
を
再
確
認
し

て
頂
く
こ
と
に
よ
り
海
難
の
未
然
防
止
と
被

害
の
局
限
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
２

月
４
日
（
立
春
）
か
ら
３
月
31
日
ま
で
実
施

し
ま
す
。

　

特
に
こ
の
期
間
は
、「
気
象
・
海
象
の
常

日　
　

時　

2
月
8
日
（
日
）
受
付
9
時
～

　
　
　
　
　

9
時
30
分
～
11
時
55
分

会　
　

場　

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

内　
　

容

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
「
菱
刈
人
権

　

文
化
セ
ン
タ
ー　

小
牟
田
流　

五
つ
太
鼓

　

演
奏
」

○
小
・
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
優
秀

　

作
品
朗
読

○
講
演
会

　
「
揺
れ
動
く
子
ど
も
達
が
教
え
る
こ
と
」　

　

講
師　

小
榎
田
淳
子
氏
（
学
校
法
人
津
曲

　

学
園
鹿
児
島
高
等
学
校
教
育
相
談
担
当
）

問
い
合
わ
せ
先

市
民
課
人
権
啓
発
・
市
民
相
談
係

☎
㉓
１
３
１
１

人
権
を
考
え
る
市
民
の
つ
ど
い

日　
　

時　

２
月
14
日
（
土
）
10
時
～
12
時

場　
　

所　

伊
佐
農
林
高
校
調
理
実
習
室

講　
　

師

　

伊
佐
農
林
高
校
生
活
情
報
科
２
年　

生
活

コ
ー
ス　

生
徒
15
人

「
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
よ
う
伊
佐
地

域
の
食
文
化
」
伝
承
教
室

献　
　

立　

そ
ば
汁
、
ね
っ
た
ぼ

対
象
者　

市
内
小
学
３
～
６
年
生　

20
人

持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・
上
履
き
・

　
　
　
　
　

ミ
ニ
タ
オ
ル

申
込
期
限　

２
月
４
日
（
水
）

参
加
費　

無
料

申
込
方
法

　

各
学
校
で
配
付
し
た

参
加
承
諾
書
に
記
入
の

う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
農
林
高
等
学
校

☎
㉒
１
４
４
５
・　

㉒
１
４
４
６

○
医
療
機
関
発
行
の
領
収
書

○
子
ど
も
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
の
振
込
口
座
が
分
か
る
も
の

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
こ
ど
も
相
談
係　

☎
㉓
１
３
１
１
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日　
　

時　

２
月
10
日
（
火
）

　
　
　
　
　

13
時
30
分
～
16
時
30
分

場　
　

所　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー　
　

　
　
　
　
　

大
ホ
ー
ル

内　
　

容　

　

４
月
１
日
か
ら
、
次
の
と
お
り
見
直
し
ま

す
。

認
定
基
準

①
計
画
が
伊
佐
市
基
本
構
想
に
照
ら
し
て
適

　

切
で
あ
る
こ
と

②
計
画
が
農
用
地
の
効
率
的
か
つ
総
合
的
な

　

利
用
を
図
る
た
め
に
適
切
で
あ
る
こ
と

③
計
画
の
達
成
さ
れ
る
見
込
が
確
実
で
あ
る

　

こ
と

年
間
農
業
所
得

　

３
４
０
万
円
（
５
年
後
の
目
標
）

年
間
農
業
従
事
時
間　

２
、
０
０
０
時
間

見
直
し
内
容

　

米
の
生
産
数
量
目
標
達
成
要
件
の
削
除

認
定
農
業
者
の
メ
リ
ッ
ト
措
置
（
一
部
）

日　
　

時　

２
月
28
日
（
土
）
受
付
17
時
～

　
　
　
　
　

開
会
式
17
時
15
分
～

　
　
　
　
　

試
合
開
始
17
時
30
分
～

場　
　

所

　

菱
刈
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト　

○
混
成
の
部
（
女
性
が
１
人
以
上
）

○
女
子
の
部
（
チ
ー
ム
全
員
が
女
性
）

参
加
料　

選
手
１
人
に
つ
き
３
０
０
円

※
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料

申
込
方
法

　

菱
刈
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
及
び
文
化
ス
ポ

ー
ツ
課
に
あ
る
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、

持
参
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
20
日
（
金
）

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
ス
ポ
ー
ツ
係

☎
㉖
１
５
７
８
・　

㉖
１
０
５
５

伊
佐
市
認
定
農
業
者
（
農
業
経
営
改

善
計
画
）
認
定
基
準
の
見
直
し

ひ
し
か
り
が
ら
っ
ぱ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

平
成
26
年
度
姶
良
・
伊
佐
地
域
農
業
・

農
村
振
興
大
会
「
い
さ
・
あ
い
ら
ぶ

農
村
塾
」

　

魅
力
あ
る
農
業
・
農
村
づ
く
り
事
例
発
表

①
都
市
農
村
交
流
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
に

　

つ
い
て

②
農
村
女
性
海
外
農
家
体
験
研
修
報
告

③
ツ
ー
リ
ズ
ム
活
動
を
通
じ
た
地
域
の
活
性

　

化
に
つ
い
て

講　
　

演

　

野
生
動
物
の
生
態
と
被
害
防
止
対
策

講　
　

師

　

塩
谷
克
典
氏
（
県
環
境
技
術
協
会
）　

※
参
加
希
望
者
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

広告

＜問い合わせ＞水俣市土地開発公社 
（水俣市役所３階都市政策課内） 

0966-61-1618 
  
 
 
 

・地目/宅地 ・用途地域/第1種中高層住居専用地域 
・建ぺい率/60 ・容積率/200 
・交通/みなくるバス停留所【祇園神社前】徒歩7分 

分譲地所在：梅戸町２丁目 ★うめど夕陽が丘団地 

家 づ く り の 補 助 金 を 使 っ て 
家 を 建 て る と お 得 で す ! 
【平成２６年度】エコ住宅補助金（上限150万円）、
太陽光発電設備設置費への補助金（上限30万円）、
太陽熱温水器設置費への補助金（上限7万円）などが
あります。（いずれも予算が無くなり次第終了/条件
あり） 

★うめど夕陽が丘団地区画図 

・地目/宅地  
・用途地域/指定なし 
・建ぺい率/70 
・容積率/400 
・交通/みなくるバス停留所 
【月浦団地前】徒歩１分 

用地所在：月浦字出月 
●月浦台地福祉ニュータウン 

店 舗 ・ 福 祉 関 係 
用 地 も あ り ま す ！ 
ご 相 談 く だ さ い 。 

区画番号 面積（㎡） 価格（千円） 
B-5 261.12 9,998 
B-6 260.84 10,173 
C-5 260.78 9,976 
C-6 260.61 10,382 
C-11 260.61 10,169 
C-12 260.80 10,182 
C-14 261.06 10,082 
C-17 303.68 9,914 
D-5 310.26 8,538 

（平成 26 年度分の受付は終了いたしました）

①
経
営
所
得
安
定
対
策
の
米
・
畑
作
物
の
収

　

入
減
少
影
響
緩
和
対
策
（
ナ
ラ
シ
対
策
）

②
経
営
所
得
安
定
対
策
の
畑
作
物
の
直
接
支

　

払
交
付
金
（
ゲ
タ
対
策
）

　

新
規
に
認
定
を
受
け
、
平
成
27
年
度
ナ
ラ

シ
対
策
・
ゲ
タ
対
策
へ
加
入
し
た
い
人
は
、

３
月
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

連
絡
・
問
い
合
わ
せ
先

農
政
課
農
政
第
２
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

時
把
握
、
荒
天
が
予
想
さ
れ
る
場
合
の
出
港

自
粛
」に
心
が
け
、安
全
運
航
に
努
め
ま
し
ょ

う
。

問
い
合
わ
せ
先

（
公
財
）
海
上
保
安
協
会
串
木
野
支
部　

☎
０
９
９
６
・
３
２
・
２
３
６
２

市
民
の
た
め
の
健
康
セ
ミ
ナ
ー

　

伊
佐
市
地
域
女
性
団
体
連

絡
協
議
会
、
県
立
北
薩
病

院
、
伊
佐
市
の
合
同
に
よ

る
健
康
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

医
師
に
よ
る
講
演
の
ほ
か
、
医
師
・
薬
剤

師
・
栄
養
士
に
よ
る
各
種
相
談
や
肺
年
齢
検

査
・
骨
密
度
測
定
・
血
糖
検
査
・
体
脂
肪
測

定
な
ど
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
ま
す
。

日　
　

時　

２
月
28
日
（
土
）
13
時
～
16
時

場　
　

所　

大
口
元
気
こ
こ
ろ
館

参
加
料
（
検
査
料
）　

無
料

問
い
合
わ
せ
先

県
立
北
薩
病
院
総
務
課　
　

☎
㉒
８
５
１
１

健
康
長
寿
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１
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伊佐市からのお知らせ

訓
練
科
目　

建
築
科
（
離
転
職
過
程
）

受
付
期
限　

２
月
27
日
（
金
）

応
募
資
格　

職
業
転
換
を
必
要
と
す
る
人

　

３
月
に
義
務
教
育
を
修
了
見
込
み
の
人

伊
佐
市
立
幼
・
小
・
中
学
校
特
別
支

援
教
育
支
援
員
募
集

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校
入
校

生
募
集

勤
務
場
所　

市
内
小
中
学
校

雇
用
期
間　

4
月
1
日
～
翌
年
3
月
31
日

※
た
だ
し
更
新
あ
り

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格

　

採
用
後
、
伊
佐
市
に
定
住
す
る
人
で
、
次

の
事
項
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
40
年
4
月
2
日
か
ら
平
成
6
年
4
月

　

1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
図
書
司
書
の
資
格
を
有
す
る
人

③
普
通
自
動
車
免
許
取
得
の
人

④
健
康
で
責
任
感
が
あ
り
、
図
書
に
興
味
を

　

持
っ
て
い
る
人

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）・
司
書
資
格
証
（
写
し
）
各
1

通
を
2
月
13
日
（
金
）
ま
で
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
2
月
16
日
（
月
）

必
着
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

教
育
委
員
会
総
務
課　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

学
校
司
書
募
集

職
務
内
容

　

学
校
図
書
室
を
巡
回
し
図
書
の
貸
し
出

し
・
読
み
聞
か
せ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
・
管
内
整
理
等
図
書
に
関
す
る
業
務

勤
務
日
数　

月
17
日

勤
務
時
間　

8
時
15
分
～
16
時
45
分

賃　
　

金　

月
額
１
４
０
、
０
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、

　

通
勤
手
当
支
給

募
　
　
集

広告 選
考
日　

３
月
４
日
（
水
）

選
考
場
所　

県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

選
考
方
法　

筆
記
試
験
（
数
学
：
義
務
教
育

　
　
　
　
　

修
了
程
度
）、
面
接

合
格
発
表　

３
月
６
日
（
金
）

応
募
手
続

　

入
校
願
書
（
写
真
貼
付
）
を
大
口
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
に
提
出
く
だ
さ
い
。

※
卒
業
証
明
書
ま
た
は
学
校
調
査
書
等
が
必

　

要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
入
校
願
書
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
は
当
校

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

鹿
児
島
県
立
宮
之
城
高
等
技
術
専
門
校

☎
０
９
９
６
・
５
３
・
０
２
０
７

業
務
内
容

　

幼
稚
園
・
学
校
が
支
援
を
必
要
と
判
断
し

た
幼
児
・
児
童
・
生
徒
へ
の
教
育
支
援
を
担

任
教
諭
の
指
示
の
も
と
行
う
。

勤
務
日
数　

年
間
２
０
０
日
程
度

※
原
則
、
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
の
登
校
日

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
13
時
30
分

賃　
　

金　

時
給
９
０
０
円

応
募
資
格　

①
伊
佐
市
内
及
び
近
郊
市
町
に
お
住
ま
い
で

　

普
通
自
動
車
免
許
取
得
の
人

②
保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免
許
を
有

　

す
る
人
ま
た
は
、
こ
れ
に
準
じ
た
能
力
を

　

も
ち
、
子
ど
も
と
接
す
る
仕
事
や
活
動
に

　

従
事
し
た
こ
と
が
あ
る
人

募
集
人
員　

若
干
名　

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
２
月
17
日
（
火
）
ま
で

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、

２
月
17
日
（
火
）
必
着
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

提
出
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
８
９
５
―
２
７
０
１

伊
佐
市
菱
刈
前
目
２
１
０
６

学
校
教
育
課
指
導
係　
　
　

☎
㉓
１
３
１
１

　

こ
れ
ま
で
公
的
年
金
を
受
給
す
る
人
は
、

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ
り
、
年

金
額
が
児
童
扶
養
手
当
額
よ
り
低
い
人
は
、

そ
の
差
額
分
の
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

○
こ
ど
も
の
養
育
者
（
祖
父
母
含
む
）
が
低

　

額
の
老
齢
年
金
等
を
受
給
し
て
い
る
場
合

○
父
子
家
庭
で
、
こ
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚

　

生
年
金
の
み
を
受
給
し
て
い
る
場
合

○
母
子
家
庭
で
、
離
婚
後
に
父
が
死
亡
し
、

　

こ
ど
も
が
低
額
の
遺
族
厚
生
年
金
の
み
を

　

受
給
し
て
い
る
場
合

　

新
た
に
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
申

請
手
続
き
が
必
要
で
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係　

☎
㉓
１
３
１
１

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
変
更
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（
12
月
１
日
～
12
月
25
日
受
付
分
）

棈
松　

忠た
だ
た
か誠
（
啓
介
・
西
原
）

有
木　

昭あ
き
と斗
（
貴
史
・
産
野
）

大
川　

威た
け
る瑠
（
剛
史
・
前
目
宇
都
）

添
田　

龍り
ゅ
う
の
す
け

之
介
（
敏
弘
・
小
水
流
）

中
野　

心こ
こ
ろ結
（
貴
志
・
朝
日
団
地
）

前
田　

凪な
ぎ
と仁
（
將
年
・
高
校
西
）

山
元　

陽よ
う
た太
（
敬
太
郎
・
ウ
ッ
ド
タ
ウ
ン
菱
刈
）

（
12
月
２
日
～
12
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

有
川　

千
代　
　
　

95　
（
東
元
町
）

祝
迫　

ヤ
メ　
　
　

92　
（
下
目
丸
）

上
原　

サ
チ
子　
　

81　
（
木
ノ
氏
）

江
口　

サ
キ　
　
　

91　
（
上
木
ノ
氏
）

坂
ノ
上　

孜　
　
　

83　
（
上
元
町
）

竹
下　

淳
一　
　
　

51　
（
大
田
）

永
田　

信　
　
　
　

93　
（
上
目
丸
）

東　

哲
二　
　
　
　

87　
（
戸
切
）

平
瀨　

ユ
ミ
子　
　

81　
（
浜
里
）

前
原　

ミ
ツ
ノ　
　

98　
（
国
ノ
十
）

山
野
地
区

梶
木　

正
勝　
　
　

83　
（
平
原
）

下
小
薗　

景
義　
　

91　
（
石
井
）

羽
月
地
区

井
ノ
上　

ケ
サ
キ
ク　

98　
（
園
田
）

岡
野　

ス
ヱ
子　
　

69　
（
須
原
）

岡
野　

孝
照　
　
　

73　
（
下
ノ
木
場
）

岡
村　

ア
サ
ヲ　
　

99　
（
包
ノ
原
）

坂
元　

キ
ク
エ　
　

93　
（
宮
人
）

瀬
戸
山　

巖　
　
　

88　
（
下
殿
）

東　

ス
エ
ノ　
　
　

101　
（
金
波
田
上
）

松
迫　

勝　
　
　
　

69　
（
園
田
）

山
之
口　

惠
美
子　

73　
（
包
ノ
原
）

西
太
良
地
区

佐
土
原　

正
佳　
　

78　
（
釘
野
々
）

宮
下　

チ
ヅ
子　
　

86　
（
針
牟
田
）

　

【今月の表紙】

DMAT 出動「久七トンネル防災訓練」
　国道 267 号 久七トンネル内での多重衝突事故を
想定した、熊本県との合同防災訓練がありました。
　訓練には、消防や警察などのほか、2013 年に発
足した北薩病院の災害派遣医療チーム「DMAT」が
参加。医師や看護師らで組織されており、大規模な
自然災害や事故等の集団災害時にいち早く現場に駆
け付け応急処置を行います。
　救命救急の知識のみならず現場の状況からどのよ
うな活動を行うか判断するため高度な技能が要求さ
れます。使命と思いを持った頼れる存在です。

広告

米
永　

ツ
マ
子　
　

99　
（
後
村
）

菱
刈
地
区

石
塚　

壽　
　
　
　

79　
（
田
中
上
）

祝
田　

チ
カ
ヲ　
　

101　
（
楠
原
上
）

奥　

ヒ
サ　
　
　
　

91　
（
田
中
下
）

上
村　

信
男　
　
　

71　
（
前
目
上
）

竹
牟
礼　

敏　
　
　

57　
（
徳
辺
上
）

古
川　

フ
ヂ　
　
　

82　
（
小
原
松
山
）

前
原　

巽　
　
　
　

81　
（
桜
馬
場
）

牧
内　

フ
ミ
子　
　

98　
（
永
池
）

元
山　

ヤ
エ
子　
　

88　
（
薬
師
）

横
山　

國
子　
　
　

94　
（
町
船
津
田
下
）
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編
集
後
記

人口のうごき

H27. １. １現在（前月比）

（住民基本台帳から）

総人口　28,186 人　  （－     62）
　男　　13,050 人　  （－     25）
　女　　15,136 人　  （－     37）
世帯数　14,020 世帯  （－     20）

◆ ◆

　

出
初
式
の
「
梯
子
乗
り
」
や
各
地
で
行
わ
れ

た
「
鬼
火
焚
き
」、「
も
ぐ
ら
打
ち
」
と
「
穂
だ

れ
ひ
き
」
な
ど
、
年
明
け
に
は
数
多
く
の
伝
統

芸
能
・
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
伝
統
を
守
る
こ

と
は
大
変
難
し
く
、
そ
の
由
来
や
意
義
、
先
人

た
ち
の
思
い
な
ど
が
徐
々
に
薄
れ
、
形
式
ば
か

り
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
「
伝
統
を
受
け

継
ぐ
心
構
え
」
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

　

伝
統
行
事
の
場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
姿
が
よ

く
見
ら
れ
ま
し
た
。
行
事
へ
の
参
加
を
通
し
て

受
け
継
ぎ
方
も
学
び
「
古
き
よ
き
伝
統
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
い
う
意
志
が
芽
生
え
て
く
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

飽
食
の
時
代
で
食
べ
物
に
対
す
る
感
謝
の
気

持
ち
を
忘
れ
が
ち
で
す
が
、
取
材
を
通
し
て
豊

作
を
願
っ
た
り
感
謝
し
た
り
す
る
機
会
を
与
え

ら
れ
、
受
け
継
ぐ
方
々
の
思
い
に
触
れ
ら
れ
た

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
正
し
く
継
承
し
て
い
く
た
め
に
、

伝
統
行
事
を
支
え
る
皆
さ
ん
の
活
動
を
広
く
お

伝
え
し
て
い
き
ま
す
。

ｎ
ａ

ｇ
ｏ

ｍ
ｉ

　
ｎ

ｏ
　

ｈ
ｉ

ｒ
ｏ

ｂ
ａ

　このコーナーでは、皆さ
んからの「お便り」や「写
真」をお待ちしています。
【投稿について】
◆お便りは、字数 200 文字
　以内。写真は、１枚につ
　き 50 文字以内。（文章は、
　必要に応じて添削する場
　合があります）
◆住所・氏名・年齢・性別・
　電話番号・ペンネーム（記
　入がない場合イニシャル
　で掲載します）を記入の
　上、伊佐ＰＲ課までご投
　稿ください。
◆投稿は、はがき・封書・
　メールまたは直接伊佐Ｐ
　Ｒ課（大口ふれあいセン
　ター２階）へ
◆締切は、毎月 10 日
※営利目的や個人、団体を
　批判・中傷するような内
　容は掲載できません。
※紙面の都合上、掲載でき
　ないこともあります。
【投稿・問い合わせ先】    
〒８９５－２５１１　
伊佐市大口里２８４５番地２
伊佐ＰＲ課

「和みのひろば」係
☎�４１１３

koho@city.isa.lg.jp

■
発
行
／
伊
佐
市
役
所
　
〒
895-2511　

鹿
児
島
県
伊
佐
市
大
口
里
1888

番
地

　
　
　
　
　
　
　
　
         Tel 0995-23-1311　

Fax 0995-22-5344
　
　
　
　

　
http://w

w
w
.city.isa.kagoshim

a.jp/  　
　
info@

city.isa.lg.jp
■
編
集
／
伊
佐
PR
課
     Tel 0995-29-4113　

 ■
印
刷
／
㈲
大
口
新
生
社
印
刷

　

最
近
、
穂
だ
れ
ひ
き
を
す
る
家
は
少
な
い
。
年

末
の
餅
よ
り
少
し
多
め
に
塩
を
入
れ
た
餅
を
エ
ノ

キ
に
刺
し
て
、
軒
下
や
神
棚
に
飾
っ
て
豊
作
を
祈

願
す
る
。
こ
の
日
は
大
き
な
鍋
に
野
菜
、
魚
な
ど

切
ら
ず
に
煮
て
、
柳
の
箸
で
食
べ
て
い
た
。
囲
炉

裏
の
灰
の
上
で
は
鏡
餅
を
焼
い
て
食
べ
た
。
古
く

か
ら
の
行
事
に
は
そ
れ
ぞ
れ
、
い
わ
れ
や
人
々
の

生
き
て
き
た
証
が
あ
る
。

　

故
郷
を
離
れ
て
暮
ら
す
親
戚
や
知
人
に
行
事
の

写
真
な
ど
を
送
る
と
、
懐
か
し
く
楽
し
み
だ
と
喜

び
の
返
信
が
き
た
。
こ
ち
ら
も
嬉
し
く
心
が
な
ご

む
。　
　
　
　
　
（
羽
月
西　

大
王
神
社　

60
代
）

　

公
園
や
お
寺
の
池
で
可
憐
に
咲
く
睡
蓮
を
自
分

で
育
て
て
み
た
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
私
は
家
の

庭
を
開
放
し
て
水
生
の
植
物
を
た
く
さ
ん
の
方
に

観
賞
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
か
ら

は
、
育
て
方
を
知
り
た
い
と
か
苗
を
分
け
て
欲
し

い
と
い
う
要
望
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
な
ら
全
部
ま

と
め
て
お
応
え
し
よ
う
と
思
い
、
２
月
中
旬
か
ら

１
か
月
ほ
ど
毎
日
、
植
え
付
け
方
法
を
お
教
え
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
苗
や
道
具
は
揃
っ
て
い
ま

す
。
一
緒
に
睡
蓮
の
鉢
植
え
栽
培
に
挑
戦
し
ま
せ

ん
か
。
い
つ
で
も
ど
う
ぞ
。	

（
羽
月   

水
生
植
物
園  

70
代
）

　今年で２回目の「めのもち」づく
り。子どもから大人まで粉まみれに
なりながら餅花と笑顔を満開にしま
した。
（曽木　曽木コミュニティ　40 代）

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏの ひろば
ｎａｇｏｍｉ

お

便
りありがと

う

和み
な ご

ｈｉｒｏｂａ

ｎｏ

の
ひろば

ｎａｇｏｍｉ




